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近年、MRI(magnetic resonance imaging)検査は医療診断において芝、要不可欠な検査にな

つている。MRIは 水素元素の原子核の核磁気共鳴現象を利用 して生体を構成する部位や要

素を画像化する技術である。 しかし、検査中は大きな駆動音が発生し、MRI検 査に要する

時間も 20分 から60分 と長く、被検者はその間、ガン トリ内の閉鎖空間に一人で静止させ

られている。そのため、患者から駆動音に対する不満や苦情が聞かれ、また、聴力損失に

陥る可能性が指摘されている。このような状況の中で、MRIの 普及と高磁場化に伴い、撮

像時の駆動音は無視できない問題 となっている。

検査室内、特にガン トリ付近では高磁場のため、磁性体を含む騒音計での計測は機器の

故障につながる可能性があり、駆動音を計測することは困難であった。また、MRIの 駆動

音の音圧 レベル、周波数特性、時間による変化を詳細に計測した報告は非常に少ない。MRI

検査中に生じる駆動音の特性を知るために、頭部撮像時に発生する駆動音の head cO述内外

での音圧 レベルを計測 し、時間変化、詳細な音圧分布、周波数特性を非磁性のマイクロホ

ンを用いて計測した。

その結果、時間によって音圧 レベルは大きな変化をしないこと、音圧レベルは最大約 110

dBと なり、周波数特性は T2Wで 100～2000Hz付 近、EP玉で 1000～3000Hz付近が大き

く、以降は減哀 した。また、ヘッドホンにより約 10～18 dB防音でき、ヘッドホンによる

防護が適切であることを確認 した。

本研究では MRIの 駆動音の head coil内外での音圧 レベルの時間変化、音圧分布、周波

数特性の解析を行い、また、防護具を使用することの必要性を確認 した。この特性を考慮

し、防音の工夫をすることが今後の課題である。


